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  本校ではクラブ活動とキッズ環境プロジェクトを関連させて環境問題について考えてきた。しかし，今年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い，クラブ活動を行うことができなかった。そこで，科学工作・環境クラブに所属する児童

一人一人が興味関心をもった環境問題について自ら考え，調べていく活動に取り組んでいった。今回の活動を通して，児童が継続して府中町の環境に目を向けて考えていけるように，次年度の取り組みを考えていきたい。 

 

取り組みの実際 

         エアコン・自然災害                            環境に配慮した家づくり              酸性雨・廃棄物の問題 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  

 

 

              

          

                  

〇エアコンの使い過ぎによる環境への影響について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇水害から命を守るために，わたしたちができること 

 

 

 

 

 

 

環境問題について考えよう！ 

～府中町の環境を守るために～ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

                

エアコンの使い過ぎは，地球温暖化へつながることが分かり，設

定温度を夏には２℃高く，冬には２℃低くするなどして，環境への

影響を少なくしようという気持ちを高めることができました。 

しかし，エアコンを使わなくて夏に熱中症になる人もいるので，

気を付けないといけません。必要なときは我慢をせずに使用してい

くことも大切です。 

 

 

自然災害の被害について調べることを通して，ハザードマップの

必要性に気付くことができました。また，マイタイムラインを見直

し，身を守る行動について継続して考えていきます。 

 

 環境に優しい家とは，家で使

う電気などを，太陽光発電など

の自然エネルギーでまかなう

家のことです。「断熱性」とは

魔法瓶で例えることができま

す。夏は温まりにくく，冬は冷

めにくく，いわゆる家の中を一

定の温度に保つことができれ

ば断熱性の高い家と言えます。

自然エネルギーに目を向ける

ことができれば，環境に優しい

府中町を目指すことができま

す。 

酸性雨の原因と影響についてまとめ

ることができました。 

大気汚染を防ぐために，近くに行く

ときは車ではなく自転車で行くなど車

の使用を減らすことが必要だと考え，

工場だけではなく，家庭でできる取り

組みもあることに気付き，行動してい

くことができました。 
 


